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成を図 1 に示す.まず第 2 章では，従来法を小関空間音場に用いた場合の音場合成性能とシステム規
模の大きさについて検討を行い，その問題点について整理して論じる.第 3， 4, 5 章では従来法の問
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第 3 章 3 次元粒子速度に着目した多点音圧合成法による大局的音場合成法の提案
第 2 章の検討で，従来の多点音場合成法では小関空間音場で十分な音場合成性能を得られなかった
そこで第 3 章では多点音場合成の一つである音響インピーダンス合成法を改善した，粒子速度に着目
した多点音圧合成法(盟ultiple point sound l!ressure ~nthesis focused on 3・demensional particle 
yelocity : MPSV) を提案し，その効果について検討した.その結果，提案法が音響インピーダンス合
成法や多点での音圧合成による伝達関数合成法， BoSC , BAPC と比べて，空間点間隔を広く取るこ
とができることを示した.しかしながら，粒子速度に着目したために音圧設定点数としては増加する
ため，音圧のみに着目する BAPC よりシステム規模が大きくなることが示唆された.
第 4 章 内部 Dirichlet 問題の国有関数に着目した境界音場合成法における音圧設定点削減法の提案
第 2 章の検討で，従来のKirchhoff-Helmholz 積分方程式に基づく音場合成法では実用化の観点で
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目した性能指標 (NMI値)を導出し ， NMI値が 1 に近い合成領域の配置を取る場合には音場合成性
能が良くなる傾向があることを示した.このような検討により， BAPC 法における少ない音圧設定点
での音場合成性能改善法を提案した.
第 5 章 関空間の固有モードに着目した大局的音場合成法の提案
第 5 章では，モーダルモデルに基づき，関空間音場の固有モード振幅を調整して重ね合わせること







第 6 章 カーオーディオシステムへの適用に関する今後の展望
第 6 章ではまず，第 3 章から第 5 章において提案した手法に関し，音場合成性能とシステム規模の
観点から比較整理し，それぞれの提案手法の特徴をまとめた.その結果を表 1 に示す.そして，この
表 l 提案法の特徴比較
合成原理 多点合成 境界音場合成 モーダルモデル
提案法 MPSV法(第3章) 音庄設定点削減 GSEM法(第5章)BAPC法(第4章)
空間点 0.8m O.4m-O.8m 0.4m-0.67m 
間隔 (0.58入) (0.29入-0.58入) (0.29入-0.49入)
音圧設 18 1 12 定点数
音源数 19 12 10 
-空間点間隔を広く取る -比較的小さなシステム規模 -比較的小さなシステム




































第 6 章では，本研究で提案した 3 つの技術を今後のカーオーディオシステムに実際に適用する
際の適切な方策を，想定されるシステムの規模ごとに論じている。これは，今後のシステム実用
化に向け有効な論考であると評価できる。
第 7 章は結論である。
以上，要するに本論文は，自動車の車室内における劣悪な音場特性を実用化可能なシステム規
模で改善するための新しい大局的音場合成技術を提案し，その実現のための道筋を示したもので
あり，音情報科学ならびにシステム情報科学の発展に寄与するところが少なくない。
よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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